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【ねらいと目的】 

親密圏と公共圏の再編成を考える中で、公共圏・親密圏変革の 1 つのアクターとしての

NPO は忘れてはならない存在である。 

社会に求められる活動を行う上で、NPO が組織として存続していくことの重要さは誰も

が認めるところである。ところが公共圏・親密圏変革のアクターとしての NPO はその存続

が非常に難しい。ミッション重視であることからくる個人の自主性のため、自分の意に沿

わぬことがあれば組織を退出するということが可能だからである。 

しかしながら、組織の運営上どうしても、参加者にとって当初の参加動機とは異なる組

織運営への貢献が求められる。 

本研究は、組織の存続を考える上で、組織ルーチンに注目をしたい。そして、当初の参

加動機とは異なる組織運営活動に適した組織ルーチン生成について取り組みたい。以上が

明らかとなれば、公共圏・親密圏変革のアクターとしての NPO の存続に関するルーチン生

成の一端が明らかとなり、継続した活動を行うための示唆が与えられる。 

【活動の記録】 

学会発表 The 6th ISTR Asia and Pacific Regional Conference 2009 年 11 月 4 日 台湾にて 

インタビュー 

2009 年 2 月 28 日 山科醍醐こどもの広場 

2009 年 3 月 29 日 山科醍醐こどもの広場（杖の水ころころハウス） 

2009 年 7 月 26 日 山科醍醐こどもの広場（杖の水ころころハウス） 

2009 年 7 月 28 日 子育て支援施設西加茂プレイセンターFKC 

2010 年 3 月 14 日 京都市にある NPO 法人にアンケート票（597 法人）を送付 

【成果の概要】 

既存研究からすれば、以上のような活動は組織市民行動（田中 2004）と定義される。これ

らは通常の組織活動をサポートしパフォーマンスにプラスの影響を与えると考えられてい

る。 

組織市民行動を組織メンバーはいかに学習し、ルーチンとしているのであろうか。上野・

ソーヤー（2006）によれば、学習への見方として、1. 学習のカリキュラム、2. 教育のカリ

キュラムの 2 点が指摘できる。教育のカリキュラムは「教授法のデザイン」であり、指示 
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